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―は じ め に― 

 

●認定こども園法改正に伴う特例制度について 

 平成 27 年 4 月から施行されました幼保連携型認定こども園制度について、当該こども園の職員とな

る「保育教諭」は、「幼稚園教諭免許状」及び「保育士資格」の両方を有していることが必要となります。 

 このため、いずれかの免許・資格しか有していない方については、当該制度施行後 5年間(平成 32 年

3 月まで)の経過措置中に、取得できていない方の資格・免許を取得できるよう、幼稚園教諭又は保育士

として、3 年かつ 4,320 時間以上の実務経験がある方に対して当該免許・資格の取得に必要な単位数を

軽減する等の特例を設けることとした特例制度が各関係省庁において制定されました。 

 これを受け、本学幼児保育学科においても特例制度用の講座を開講することとし、「幼稚園教諭免許

状」又は「保育士資格」のいずれかを取得希望される方を科目等履修生として受け入れ、受講いただく

こととなりました。 

つきましては、「保育士資格取得特例講座」の受講を希望される方は、以下（P.2 以降）のとおり手続

のほどよろしくお願い致します。 
 

ご参考：特例制度により保育士資格を取得する場合の要件 

基礎資格 幼稚園教諭等としての実務経験 * 
大学等において修得すること

が必要な最低単位数 

幼稚園教諭免許状を有すること 

３年以上 

※勤務時間の合計が4,320時間以上 

 の場合に限る。 

・福祉と養護    (講義・２単位) 

・相談支援     (講義・２単位) 

・保健と食と栄養  (講義・２単位) 

・乳児保育      (演習・２単位) 

計８単位 

* 以下の施設での実務経験が必要となります。 

(１) 幼稚園（特別支援学校幼稚部含む） 
(２) 認定こども園 
(３) 保育所 
(４) 小規模保育事業（児童福祉法第 6条の 3第 10 項に規定する小規模保育事業（家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準（平成 26 年厚生労働省令第 61号）第 27条に規定する小
規模保育事業Ａ型及び小規模保育事業Ｂ型に限る。））を実施する施設 

    ※平成 27 年度からの新規事業のため、各事業所の勤務対象期間は平成 27 年 4月からになります。それ以前の勤務対 

象期間（対象施設）になるかは、施設が所在する都道府県の保育主管課に確認してください。 

(５) 事業所内保育事業（児童福祉法第 6条の 3第 12 項に規定する事業所内保育事業（利用定員
が６人以上の施設）を実施する施設 
 ※平成 27 年度からの新規事業のため、各事業所の勤務対象期間は平成 27 年 4月からになります。それ以前の勤務対 

   象期間（対象施設）になるかは、施設が所在する都道府県の保育主管課に確認してください。 
(６) 公立の認可外保育施設 

国、都道府県、市町村が設置する施設であって、児童福祉法第 39 条第 1項に規定する業務 
を目的とする施設（同項に規定する保育所を除く） 

(７) 離島その他の地域において特例保育（子ども・子育て支援法第 30条第 1項第 4号に規定す 
る特例保育）を実施する施設（旧へき地保育所） 

      (８) 幼稚園併設型認可外保育施設 
(９)「認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交付について」（平成 17 年 1 月 21 日 

雇児発第 0121002 号）による証明書の交付を平成 17 年以降に受けた「認可外保育施設」 
※ 平成 17 年以降で上記の証明書交付後の勤務期間および勤務時間が対象です。上記証明書の交付前、または 

交付されていない期間の勤務期間及び勤務時間は実務経験に含めることができません。 
※ 実務証明書と併せて「特例制度対象施設証明書」の提出が必要です。勤務施設が対象施設であることを都道府 

県等が証明する書類です。 
※ 以下の施設は特例制度対象施設に該当しません。 

● 当該施設を利用する児童の半数以上が一時預かり（入所児童の保護者と日単位または時間単位で不定期に契 
約し、保育サービスを提供するもの）による施設 

● 当該施設を利用する児童の半数以上が 22 時から翌日 7時までの全部または一部の利用による施設 
● 利用定員が 5 人以下の施設 
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【大阪国際大学短期大学部における保育士資格取得特例講座の実施内容】 
 

● 募集概要 

出願資格 

① 幼稚園教諭免許状を所有している方 
 
② 所定の施設（P.1 参照）において、幼稚園教諭等としての実務経験が３年（勤務 

時間の合計が 4,320 時間）以上あること、又は｢幼保連携型認定こども園制度」 

施行後５年間(平成 32 年 3 月まで)の経過措置中に実務経験を満たす予定である 

こと。 

募集人数 

定員５０名 

注 1）定員を超えた場合は抽選とさせていただきます。   

注 2）申込者数が 10 名未満の場合は、当該講座を実施 

 しない場合があります。 

出願期間 

平成３０年６月１１日(月)から 

平成３０年６月２９日(金)まで 
注）出願方法等に関する詳細については、P.3 

以降を必ずご確認ください。 

 

● 本学開講科目及び実施日程 

特例制度による免除科目履修形態 
本学開講科目名 

単位数(授業形態)・

授業回数 

実施日程(予定) 

※1・※2 科目名(授業形態・単位数) 

福祉と養護 (講義・２単位) 福祉と養護 
2 単位（講義） 

授業回数:15 回 

8 月 1 日（水）1～5時限 

8 月 2 日（木）1～5時限 

8 月 3 日（金）1～5時限 

保健と食と栄養 (講義・２単位) 保健と食と栄養 
2 単位（講義） 

授業回数:15 回 

8 月 6 日（月）1～5時限 

8 月 7 日（火）1～5時限 

8 月 8 日（水）1～5時限 

相談支援 (講義・２単位) 相談支援 
2 単位（講義） 

授業回数:15 回 

8 月 10 日（金）1～5 時限 

8 月 21 日（火）1～5 時限 

8 月 22 日（水）1～5 時限 

乳児保育 (演習・２単位) 乳児保育 
2 単位（演習） 

授業回数:15 回 

8 月 23 日（木）1～5 時限 

8 月 24 日（金）1～5 時限 

8 月 27 日（月）1～5 時限 

単位数合計 8 単位 単位数合計 8 単位 
 

※ 1 実施日程については、科目担当教員の都合等により、日程を変更する場合がございます。 

※ 2 授業時間（5時限制）は下記「授業時間」を参照してください。 

  
● 特例講座予備日(補講日) 

やむを得ない事情(科目担当教員の都合、台風、京阪電車の不通 等)により、上記講座日程に 
休講が生じる場合は、下記予備日に休講となった講座科目を行う予定でございますので、あら 
かじめご了承のほどよろしくお願い致します。 

    なお、下記予備日も急遽変更となる場合がございますことを、あらかじめご了承願います。  
      

特例講座予備日 

８月 ９日（木）１～５時限 

８月２８日（火）１～５時限 

８月２９日（水）１～５時限 

 
● 授業時間 

各日とも以下の授業時間で実施します。 

授 業 時 間 帯 

１時限 ９：００～１０：３０ 

２時限 １０：４０～１２：１０ 

昼食休憩（12：10～13：00） 

３時限 １３：００～１４：３０ 

４時限 １４：４０～１６：１０ 

５時限 １６：２０～１７：５０ 
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１．出願手続の手順について                              
科目等履修生（保育士資格取得特例講座受講）を希望される場合は、下記の出願手続手順をご確 

認のうえ、お申し込みください。 

  なお、保育士資格取得特例講座を受講する場合の科目等履修生は、本学で別途受け入れをしている

通常の科目等履修生と出願日程・方法及び履修期間等が異なりますので、ご注意ください。 
 
 

●保育士資格取得特例講座を受講する場合の出願手続手順 
 

① 出願資格の確認 

P.4「2．出願資格」をご確認ください。 
 
出願資格・出願手続に関するご質問は以下までお願い致します。 
 
担当部署：大阪国際大学短期大学部 教学・教職センター 

電話:06-6902-0791（代表） 
 

お電話での受付時間:平日(月～金)の 8:50～17:50 

 
 

② 履修科目の選択 
P.2「●本学開講科目及び実施日程」をご確認のうえ、履修科目を

選択(「保特例 様式１－２」に記入)してください。 

 
 

③ 出  願 

提出期限（P.4「４．出願期間及び提出方法」参照)までに出願書類（P.5「５．
出願に必要な書類」参照）を提出してください。 
 
注1）出願者数が定員50名を超えた場合は抽選とさせていただきます。 

注2）出願者数が10名未満の場合は、当該講座を実施しない場合があります。 

また、実施しない場合は、直ちに出願者にご絡させていただくとともに、 

出願書類をご返送させていただきます。 
 
      以上、あらかじめご了承のほどよろしくお願い致します。 

 
 

④ 履 修 許 可 

履修許可通知（郵送） 
履修許可者には、履修許可書、科目等履修生の手引、シラバス(講義内
容)、履修料振込依頼票等の書類をお送り致します。 
 
 注）出願者数が定員 50 名を超え抽選が生じた場合は、抽選に漏れた方に 

ついては、出願書類をご返送させていただきます。 

なお、抽選結果に関する質問には一切応じられません。 

 
 

⑤ 履 修 料 納 付 

履修が許可された場合は、指定の期日［7 月 26 日(木）］までに履修料
を納入してください。 
 
注 1）延納・分納制度等はありません。指定期日までに履修許可科目分全額 

を本学所定の振込依頼票で納入してください。 

注 2）期日までに納入できない場合は、受講をお断りする場合がございます。 
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２．出願資格                                    
 
保育士資格取得特例講座を受講される場合の科目等履修生の出願資格は、下記①②に該当する方 

 です。ご確認のほどよろしくお願い致します。 
 
① 幼稚園教諭免許状を所有している方 

注）幼稚園教諭免許状をお持ちでない方は、特例制度を活用した保育士資格は取得できませんので、ご注意 

  ください。 
 

   ② 所定の施設（P.1 参照）において、幼稚園教諭等としての実務経験が３年（勤務時間の合計 
が 4,320 時間）以上あること、又は｢幼保連携型認定こども園制度」施行後５年間(平成 32 年 3
月まで)の経過措置中に実務経験を満たす予定であること。 
 
注1） 本学受講の際は、幼稚園教諭等として所定の施設においての実務経験が3年（実労働時間の合計が4,320 

時間）以上あること又は制度施行後 5年間の経過措置までに実務経験を満たす予定であることについ 
ての実務証明書等を、ご提出いただく必要はございません。 
ただし、保育士試験受験手続の際は受験手続書類として実務証明書(3 年かつ 4,320 時間以上の勤務経 

         験証明)を提出する必要がございますので、ご留意願います。 
また、実務経験年数や実務証明書等については、ご自身で勤務施設に必ず事前にご確認のほどよろしく 

         お願い致します。（実務経験に関するお問合わせにはお答えできません）  
注 2) 5 年間の経過措置について、平成 27 年度に制度が施行されたため、平成 31 年度の保育士試験受験によ 

る保育士資格取得が最後になりますが、平成 31 年度に特例制度による単位を修得した場合又は実務 
経験を満たした場合は特例により平成 32 年度の保育士試験を受験できます。ただし、制度の経過措置 
は平成 31 年度末までのため、平成 32 年度以降は保育士資格を取得するまでの間は、「保育教諭」と 
して勤務することができませんので注意してください。 

 

３．募集人数                                         
定員５０名 

注 1) 定員を超えた場合は、出願期限終了後に抽選により受講者を決定いたします。 

なお、抽選結果に関する質問には一切応じられませんので、あらかじめご了承のほどよろしくお願い 

致します。 

注 2) 申込者数が 10 名未満の場合は、当該講座を実施しない場合があります。 

 

４．出願期間及び提出方法 （定員 50 名を超えた場合は抽選とさせていただきます）          
 

平成 30 年度の保育士資格取得特例講座の出願期間及び提出方法は、下記のとおりです。出願書類 

を準備のうえ、期限までに提出してください。 
 

 ●出願期間： 平成３０年６月１１日（月）～平成３０年６月２９日（金） 

        注 1) 郵送の場合は、期限(6/29)必着 

        注 2) 持参される場合は､出願期間中の平日(月～金) 8:50～17:50 にて受付 

            致します。(受付時間外及び土・日は受付できません) 
 

●提出方法 
 
提 出 先：〒570-8555 大阪府守口市藤田町６丁目２１番５７号 

           大阪国際大学短期大学部 教学・教職センター(6号館1階)  
                            ℡ ０６-６９０２-０７９１(代表) 
 
    ≪郵送にて提出される場合≫  

      ① 期限(6/29)必着です。余裕をもってお送りください。期限を過ぎて本学に届いた場合は、 
       受付致しません。 
     ② 郵送の際は、必ず簡易書留又は｢レターパックプラス(レターパックライトも可)｣にてお送りください。 
     ③ 送付用の封筒(定型外封筒角２号をご用意ください)又はレターパックは、ご自身でご用意ください。 
     ④ 送付用封筒の表には｢保育士資格取得特例講座 出願書類在中｣と朱書きしてください。 
 

  ≪持参にて提出される場合≫ 
    ① 出願書類を提出用封筒(定型外封筒角２号をご用意のうえ、表に「氏名」及び｢保育士資格取得特例講 

座出願書類在中｣とご記入ください) に封入のうえ、大阪国際大学短期大学部( 大阪府守口市藤 
田町 6丁目 21 番 57 号）６号館１階 教学・教職センターまでご持参ください。 

注) 一般駐車場はございませんので、お車でのご来学はご遠慮ください。 
    ② 持参される場合の出願書類受付時間は、出願期間中の平日(月～金) 8:50～17:50となって 
          おります。当該受付時間外あるいは土・日にご持参された場合は、受付できませんので、  

ご注意ください。 
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５．出願に必要な書類                                
     

下記の出願書類をご提出いただきます。 

① 科目等履修生志願書（保特例 様式１－１）［出願前３ヶ月以内に撮影した写真を貼付］ 

② 履修科目届（保特例 様式１－２） 
      注 1）上記①②の様式は、本学ホームページの「出願書類様式はこちら」からダウンロードしてください。 
       注 2）上記①②の書類は、必ず本人自筆で記入してください。 

③ 最終学歴の卒業証明書の原本（高等学校、短期大学、大学、専門学校 等） 
     注）卒業証明書とは、学校等の教育機関において必要な課程を修了し、卒業したことを証明する書面です。（公印が押 

印されています。）発行に時間を要する場合がありますので、ご留意ください。 

なお、卒業式に授与される卒業証書ではありませんので、ご注意ください。 

④ 幼稚園教諭免許状の写し（裏面にも記載事項がある場合は両面コピーで提出のこと） 

⑤ その他 在職中の方は、所属長の受講承諾書（様式自由：所属長の公印の押印が必要です）※ 
   ※ 様式は自由ですので、任意の様式(所属長の公印の押印要)でのご提出で差し支えございません。 

また、本学様式「受講承諾書」(本学ホームページの「出願書類様式はこちら」からダウンロードできます)を、 

ご使用いただいても構いません 。 

      

６．履修許可                                    
    

出願資格を満たしているかを出願書類にて確認のうえ、本人様宛に履修許可の可否を通知いたし 

  ます｡ 

   通知の発送については、７月１０日(火)の発送予定ですが、７月１３日(金)までに書類が届かな 

   場合は、誠にお手数ですが、至急ご連絡(7月 16 日(月)までに)のほどよろしくお願い致します。  

  なお、５０名定員を超えた場合は抽選を行いますが、残念ながら抽選に漏れた方につきましては、 

   抽選結果と併せてご提出いただいた出願書類をご返送させていただきます。あらかじめご了承の 

  ほどよろしくお願い致します。 
 
連絡先：大阪国際大学短期大学部 教学・教職センター〔℡ 06-6902-0791(代表)〕 

    電話での受付時間：平日(月～金)の 8:50～17:50  
            注）上記受付時間中に連絡できない場合は、ＦＡＸ(教学・教職センター直通 FAX:06-6907-4372) 

                    にて、氏名・ご連絡先をご記入のうえ、履修許可の可否通知が届いていない旨を 

                 ご連絡いただきますようよろしくお願い致します。 

 

７．履修料                                     
     

許可された科目について、履修料の納付金額を通知します。 
 

履修料は次のとおりです。 

 一 般 の 方 本 学 卒 業 生 

講義科目・演習科目 12,000 円（１単位につき）  6,000 円（１単位につき） 

注 1）履修許可書と併せてお送りする振込依頼票を使用し、記載された期日までに全額納入 

   してください。（延納・分納制度等はありません） 

注 2）一旦、納入された履修料は、いかなる場合も返付いたしません。 

   注 3）期日までに納入できない場合は、受講をお断りする場合がございます。  

注 4）科目によっては、別途材料費等を追加徴収することがあります。また科目により指定が 

   ある場合は別途テキスト代も必要となります。 

注 5）平成 30 年度より履修料を改定しております。 

 

（ご参考）履修料の一例 

２単位の講義科目（15 回 開講）を１科目履修する場合、一般の方は履修料 24,000 円、本学卒 

業生の方は半額の 12,000 円です。また、当該特例講座科目４科目を全て履修される場合は、 

一般の方は履修料 96,000 円、本学卒業生の方は半額の 48,000 円です。 
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８．科目等履修生証                                 
 
科目等履修生証は、本学の科目等履修生であることを証明するものです。履修が許可され履修料を 

納付された後、初回の受講時に受講教室前にてお渡し致します。 
通学の際は、必ず携帯してください。提示を求められることがあります。（初回の受講時は履修許可書 

をご提示いただきます） 
 

科目等履修生証の提示が必要な場合 
・本学の施設・設備を使用する場合 
・その他本学教職員から提示の指示があった場合 
 

９．単位の認定                                   
 
下記のとおり単位の認定を行います。 

① 全科目について、成績結果を「秀」・「優」・「良」・「可」・「不可」のいずれかにより通知します。 

② 全科目とも、授業時間数の３分の２以上の出席がなければ、成績評価の対象としません。 

  ●遅刻及び早退の取り扱いについて 

授業開始後 30分を超過した遅刻､および授業終了前 30分以上の早退は､欠席とします。 

また、3回の遅刻（早退を含む）で、1回の欠席とします。 

  ●欠席について 

病気や怪我、忌引き、交通機関の不通または延着等で欠席した場合は､『欠席届』(教学 

・教職センター設置)を教学・教職センターに提出してください。 

なお、本講座は集中講義形式で行うため、当該『欠席届』はあくまで欠席理由を明ら 

       かにするものであり、公欠として取り扱うものではありません。あらかじめご了承のほ 

       どよろしくお願い申し上げます。 

③ 修得された科目の「成績及び単位修得証明書」及び「幼稚園教諭免許所有者保育士試験免除科 

目専修証明書(特例教科目）」（保育士試験出願用）を交付します。 

注 1）「成績及び単位修得証明書」及び「幼稚園教諭免許所有者保育士試験免除科目専修証明書(特 

例教科目)」（保育士試験出願用）の送付時期については、全講座終了後、約１ヵ月後に送付 

を予定しております。 

   注 2）成績結果が「不可」の科目につきましては、「成績及び単位修得証明書」及び「幼稚園教 

諭免許所有者保育士試験免除科目専修証明書(特例教科目)」（保育士試験出願用）は交付 

できません。 

 

10．保育士資格申請                                
 
下記の手順にて各自において手続いただきます。 

① 保育士試験受験の手続きを保育士試験事務センター（一般社団法人全国保育士養成協議会: 

http://www.hoyokyo.or.jp/exam/ ）にて行う。 

受験申込の際に筆記試験科目等の免除申請書類（「幼稚園教諭免許状」の写し、「実務証明書」 

（3年間以上の勤務証明）、「幼稚園教諭免許所有者保育士試験免除科目専修証明書(特例教科 

目)」等)を、その他の受験申込書類と併せて必ず提出してください。 

当該書類を所定の期限までに提出されなかった場合は、試験科目は免除されません。 
 
   注) 平成 30 年度に本学の特例講座科目 4科目を全て修得された方は、平成 30 年度 保育士試験[受験申 

請受付期間：平成 30 年 10 月中旬（日程の詳細は未定）※]を受験することができます。 

 ※ 幼稚園教諭免許状所有者でかつ幼稚園教諭等としての実務経験が３年(勤務時間の合計が 4,320 時間） 

以上ある者で筆記試験全科目免除対象の方に限り受験の申請ができる期間です。 

なお、3年(勤務時間の合計が 4,320 時間）の実務経験を満たしていない場合は、実務経験を充足した後 

に受験いただくこととなります。 
 
② 保育士試験の合格通知書を受理後、登録事務処理センター（保育士登録機関: http://www.hoikushi.jp） 

にて保育士登録手続を行い、保育士証を受理する。 
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11．その他ご案内                                  
 
① 来学について 

本学には一般駐車場はありませんので、お車での来学はできません。 公共の交通機関をご利

用ください。 

本学への交通アクセスＵＲＬ：http://www.oiu.ac.jp/oic/access/ 
 

② 通学定期について 

      科目等履修生は、鉄道・バス等における通学定期の扱いはなく、一般通勤定期となりますので、

ご了承ください。 

 

  以上、その他受講の際の詳細な注意事項等については、履修許可通知をお送りする際に併せて 

ご連絡させていただきます。 

 

 


